
 
 

 

 

 

 

 

 村山地方では今年も 5月中旬から２0℃を超えはじめ、６月に入り３０℃を超える

日がでてきました。鶏は２７℃を超えると暑さのストレスにより卵質・産卵率の低下

が、熱射病や斃死に陥ることもあります。暑熱対策を徹底し、秋以降の生産性に影響

しないよう、鶏が快適に過ごせる環境づくりをおこないましょう！！ 

対 策 

飲み水の確保 
 高温時は飲水量が増加するので、冷たい水を常に充分飲めるようにします。

必要に応じてビタミン・ミネラルを添加しましょう。 

噴霧・鶏体  

への散水 

鶏舎内への噴霧等により、水の気化熱を利用した冷却方法。 

吸気口へのクーリングパッドの設置や吸気口付近への散水も 

同様の原理ですので、工夫して効果的に設置しましょう。 

飼料摂取時間

の制限・変更 

 ８～１３時頃までの給餌を停止すること（昼夜逆転照明等でも応用可能）で、

飼料摂取による体内発熱増加と舎内温度上昇が重ならないようにしましょう。 

 

 

 ○アカザを利用した鶏舎庇陰（ひいん） 
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暑熱対策について 

～鶏編～ 

取り組み事例紹介 

○ 自作地の畑などに自生しているアカザを梅雨

時期に抜いてきて鶏舎の東と南側に移植。 

○ アカザは成長が早く、夏期には鶏舎屋根まで

覆い、鶏舎内に日陰ができる。夏を過ぎると

枯れるため、後処理も簡易。 

○ 鶏舎内の風通し確保のため、アカザの下部

の枝や葉を切るなどの手入れが必要。 

採卵鶏 4500羽飼養（群馬県） 

効果 夏期の死亡羽数が激減！！実施前（H19）約 700 羽→実施後（H20）約 40 羽 

農林水産省「暑熱対策リーフレット」より引用 



暑熱による死亡事故が起こってしまったら家保まで御連絡をお願いします 

① 当家畜保健衛生所まで別添報告様式にて、FAXまたは電話にて御連絡ください。 

（できましたら FAXでお願いいたします） 

② 羽数の記入は死亡した場合のみで、廃用した鶏については無用です。 

③ 調査期間は目安であり、それ以外の期間においても報告をお願いする場合がありますので 

よろしくお願いいたします。 

 

＜記入例＞ 

暑熱被害報告様式 

農家名：村山太郎 送信月日：　７　月　 ３　日

鶏の種類 発生年月日 発生市町村 死亡羽数 備考

10 H30.6.15 山形市 20

10 H30.6.16 山形市 10

10 H30.6.30 山形市 45

＊鶏の種類については、採卵鶏なら１０、ブロイラーなら１１と農場ごと記入して下さい。

調査期間及び報告期限

調査期間 報告期限 無い場合 は無に○印で送信をお願いします。

（1）　6/1　～ 6/30 7/３     （火） 有・無

7/18   （水） 有・無

8/2     （木） 有・無

8/16   （木） 有・無

9/4     （火） 有・無

10/2   （火） 有・無

①　記入は死亡した場合のみで、廃用した鶏についての記入は無用です。
②　調査期間は一応の目安であり、状況によっては、期限以外にも報告をお願いすることがありますので、
お願いいたします。

（6）　9/1　～ 9/30

（2）　7/1　～ 7/15

（3）　7/16 ～ 7/31

（4）　8/1　～ 8/15

（5）　8/16 ～ 8/31

 

    

 

        

  

  

 
（連絡先） 

中央家畜保健衛生所     
TEL： 023-686-4410 
FAX： 023-686-5715 

お手数をおかけしますが、宜しくお願いいたします 


